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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】機能性健康座椅子は、健康増進具であり、腰部 
や背筋を支持するための樹脂製椅子を提供する。使用者 
が機能性椅子に座る場合、背中部を効率よく支持しなが 
ら使用者の腰椎に対する指圧の効果を最大化する。
【解決手段】機能性健康座椅子は、樹脂製の座椅子の背 
もたれ部に指圧用の突起物をツボ位置に対応するように 
設けたものである。使用者が機能性椅子に着座したとき 
臀部と太もも部位を収容する第１板部１１０と、腰と背 
中部を収容する第２板部１３０と、第１板部及び第２板 
部を連結する連結部１２０とを含み、第２板部には使用 
者ユーザが着座したとき、腰部に密着する指圧部１４０ 
が形成される。これは、使用状態の図７２０に示す如く 
、腰を掛けた状態で使用されるものである。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　5　　書面　（全10頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、
着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き 、 尻 と 太 も も 部 位 を 収 容 す る 第 １ 板 部 と 、
前 記 ユ ー ザ が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き 、 腰 と 背 中 部 を 収 容 す る 第 ２ 板 部 と 、
前 記 第 １ 板 部 及 び 前 記 第 ２ 板 部 を 連 結 す る 連 結 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 板 部 に 東 洋 医 学 の 指 圧 の ツ ボ の 位 置 を 明 確 し て 、 そ の ツ ボ に 対 応 す る 突 起 物 を  
設 け た こ と を 特 徴 と す る 機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 そ の 機 械 的 強 度 を 確 保 す る た め に 、 材 質 を ナ イ ロ ン 合 成 樹 脂 と ポ リ エ ス テ ル フ ァ ブ リ ッ  
ク と し 、 射 出 成 型 に よ る 加 工 に よ っ て 、 機 械 的 圧 縮 強 度 を ３ ８ ０ ｋ ｇ 以 上 に し た こ と こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 構 造 で そ の 機 能 を 発 揮 た め に 脊 椎 の 解 剖 学 的 見 地 と 人  
間 工 学 的 見 地 か ら こ れ に 対 応 す る Ｓ 字 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 、 請 求 項  
２ に 記 載 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 構 造 と そ の 機 能 を 発 揮 す る た め に 、 こ れ に 対 応 す る 形  
状 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 、 請 求 項 ２ 又 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 機 能 性 健 康 座  
椅 子 。 。
【 請 求 項 ５ 】
　 着 座 者 が 着 座 し た と き 、 臀 部 と 太 も も 部 位 を 収 容 す る 第 １ 板 部 と 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座  
椅 子 に 着 座 し た と き 、 腰 と 背 中 部 を 収 容 す る 第 ２ 板 部 と 、 前 記 第 １ 板 部 及 び 前 記 第 ２ 板 部  
を 連 結 す る 連 結 部 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 板 部 に は 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き  
、 腰 部 に 密 着 す る 指 圧 部 が 形 成 さ れ る こ と が で き 、 上 前 記 指 圧 部 の 下 端 は 、 前 記 連 結 部 と  
連 結 さ れ 、 前 記 指 圧 部 の 上 端 及 び 側 端 は 、 前 記 第 ２ 板 部 と 離 隔 さ れ 、 前 記 指 圧 部 は 、 前 記  
第 ２ 板 部 の 中 央 位 置 の 一 領 域 に 形 成 さ れ 、 前 記 腰 部 を 加 圧 支 持 す る 機 能 を 提 供 す る こ と が  
で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 、 請 求 項 ２ 又 は 、 請 求 項 ３ 又 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の  
機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 東 洋 医 学 の 指 圧 の ツ ボ を 刺 激 し 、 健 康 増 進 を 提 供 す る た め の 機 能 性 健 康 座 椅  
子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 椅 子 の 基 本 的 な 機 能 は 、 休 憩 及 び 作 業 時 に 着 座 者 の 上 体 を 支 え る 機 能 を 行 う こ と で あ る  
。
　 椅 子 は 、 一 般 に 、 臀 部 と 腰 椎 を 支 持 す る 組 立 物 で 構 成 さ れ て お り 、 バ ネ 、 ク ッ シ ョ ン 又  
は バ ネ に 置 か れ て い る パ ッ ド な ど を 含 ん で い る 。
　 椅 子 を 使 用 す る 場 合 、 着 座 者 は 、 一 般 に ２ つ の 特 徴 的 な 姿 勢 を 取 る が 、 こ れ は 後 方 に 体  
を 寄 せ て 休 憩 す る 姿 勢 と 、 前 方 に 体 を か が め て 作 業 を 行 う 姿 勢 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 椅 子 は 、 着 席 者 が 取 る こ れ ら の ２ つ の 特 定 な 姿 勢 に 対 し て 適 切 に 変 形 し 、 着 座 者 の 体 を  
支 持 し な け れ ば な ら な い 。 休 憩 時 に お い て 、 着 座 者 の 上 体 を 楽 で 良 い 姿 勢 に 保 持 し て く れ  
る 椅 子 は 多 く 紹 介 さ れ て き た 。 椅 子 に は 背 も た れ が 備 え ら れ て い る が 、 こ の よ う な 背 も た  
れ の 調 整 が で き な い 構 造 が 大 部 分 で あ る た め 、 着 座 者 が 長 時 間 椅 子 に 座 っ て い る 場 合 に 疲  
れ や す く な り 、 腰 椎 の 神 経 押 さ え 現 象 や 脊 椎 変 形 な ど を 起 こ し か ね な い 問 題 が あ っ た 。
　 従 っ て 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め の 機 能 性 椅 子 に 対 す る 研 究 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 従 来 の 椅 子 座 本 体 （ １ ） は 、 座 部 （ ３ ） と 背 部 （ ４ ） を 有 し 、 脚 部 材 （ ２ ） は 、 上 記 椅  
子 座 本 体 （ １ ） の 座 部 （ ３ ） に 沿 う 前 脚 （ １ ２ ） と 上 記 背 部 （ ４ ） に 沿 う 床 枠 （ １ ３ ） を  
一 連 に 有 し て い る 。 こ の 脚 部 材 （ ２ ） の 前 脚 （ １ ２ ） は 、 上 記 座 部 （ ３ ） に 枢 軸 （ １ ５ ）  
で 枢 着 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 脚 部 材 （ ２ ） は 、 上 記 椅 子 座 本 体 （ １ ） に 沿 う 折 り  
た た み 位 置 と 、 上 記 前 脚 （ １ ２ ） が 座 部 （ ３ ） の 下 方 に 起 立 し 、 床 枠 （ １ ３ ） が 床 面 に 沿  
う 展 開 位 置 に 回 動 可 能 と な る 。 展 開 位 置 に お い て 、 起 立 状 態 に 位 置 す る よ う 上 記 床 枠 （ １  
３ ） に は 後 脚 （ ９ ） が 枢 着 （ １ ９ ） さ れ て い る 。 後 脚 （ ９ ） の 先 端 は 、 展 開 位 置 で シ ー ト  
本 体 （ １ ） の 係 合 部 （ ２ ０ ） に 係 合 す る 。 上 記 脚 部 材 が 展 開 位 置 に あ る と き 、 脚 付 の 椅 子  
と な り 、 折 り た た み 位 置 に あ る と き 、 座 椅 子 に な る 。
　 こ の も の が 、 下 記 の 特 許 文 献 に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 公 開 公 報   特 開 平 １ １ － １ １ ３ ６ ８ ０
【 特 許 文 献 ２ 】 意 匠 登 録 公 報   意 匠 登 録 第 １ ６ ８ ４ ５ ０ ０ 号
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ の 実 施 例 を 図 ４ の 説 明 図 に 示 し て い る 。 す な わ ち 、 後 脚 （ ９ ） は 、 そ の 一 端  
が 椅 子 座 本 体 （ １ ） の 座 部 （ ３ ） に 枢 着 （ ２ ８ ） し て あ り 、 該 後 脚 の 他 端 に 設 け た 案 内 軸  
（ ２ ９ ） を 脚 部 材 （ ２ ） の 床 枠 （ １ ３ ） に 設 け た 係 合 溝 等 の 係 合 部 （ ３ ０ ） に 係 合 す る よ  
う に し て あ る 。
　 ま た 、 該 後 脚 （ ９ ） の 他 端 に 設 け た 該 案 内 軸 （ ２ ９ ） を 案 内 す る よ う 上 記 脚 部 材 （ ２ ）  
の 床 枠 （ １ ３ ） に は 案 内 溝 （ ３ １ ） を 設 け て あ り 、 こ れ に よ り 上 記 脚 部 材 （ ２ ） が 折 り た  
た み 位 置 と 展 開 位 置 に 移 動 す る 際 、 上 記 後 脚 の 移 動 が 案 内 さ れ る 。 こ れ は 、 椅 子 座 の 塑 性  
変 形 す る 材 質 で な い た め で あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 技 術 の 不 備 ・ 欠 点 に 対 し 、 本 考 案 の 目 的 は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 に 座 る 場 合  
、 背 中 部 を 効 率 よ く 支 持 し な が ら 着 座 者 の 腰 椎 に 対 す る 指 圧 の 効 果 を 最 大 化 す る こ と に あ  
る 。
１ ） こ の た め に 、 人 体 の 臀 部 ・ 腰 部 の 東 洋 医 学 の 針 灸 の ツ ボ に 対 応 す る 突 起 物 に よ る 指 圧  
を 与 え ら れ る こ と で あ る 。
２ ） 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 に 座 っ て 、 ス ト レ ッ チ 運 動 も 行 い う の で 、 座 椅 子 の 機 械 的  
強 度 が こ れ に 見 合 う も の で あ る こ と で あ る 。
３ ） 「 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 構 造 で そ の 機 能 を 発 揮 す る も の で あ る こ と で あ る  
。
４ ） 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 構 造 と そ の 機 能 を 発 揮 す る も の で あ る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 本 考 案 者 は 、 下 記 の 本 考 案 を な す に 至 っ た 。
１ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 東 洋 医 学 の 指 圧 の ツ ボ の 位 置 を 明 確 し て 、 そ の ツ ボ に 対  
応 す る 突 起 物 を 設 け た こ と で あ る 。
２ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 そ の 機 械 的 強 度 を 確 保 す る た め に 、 材 質 を ナ イ ロ ン 合 成  
樹 脂 と ポ リ エ ス テ ル フ ァ ブ リ ッ ク と し 、 射 出 成 型 に よ る 加 工 に よ っ て 、 機 械 的 圧 縮 強 度 を  
３ ８ ０ ｋ ｇ 以 上 に し た こ と で あ る 。
３ ） 「 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 構 造 で そ の 機 能 を 発  
揮 た め に 脊 椎 の 解 剖 学 的 見 地 と 人 間 工 学 的 見 地 か ら こ れ に 対 応 す る Ｓ 字 構 造 に し た こ と で  
あ る 。
４ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 構 造 と そ の 機 能 を 発 揮  
す る た め に 、 こ れ に 対 応 す る 形 状 に し た こ と で あ る 。
５ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 そ の 構 造 物 の 個 個 の 構 成 に 関 し て は 、 下 記 の 構 造 に し た  
こ と で あ る 。
　 本 考 案 の １ つ の 局 面 に お い て 、 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 は 、 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着  
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座 し た と き 、 臀 部 と 太 も も 部 位 を 収 容 す る 第 １ 板 部 と 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し  
た と き 、 腰 と 背 中 部 を 収 容 す る 第 ２ 板 部 と 、 前 記 第 １ 板 部 及 び 前 記 第 ２ 板 部 を 連 結 す る 連  
結 部 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 板 部 に は 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き 、 腰 部 に 密 着  
す る 指 圧 部 が 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 前 記 指 圧 部 の 下 端 は 、 前 記 連 結 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 指 圧 部 の 上 端 及 び 側 端 は  
、 前 記 第 ２ 板 部 と 離 隔 さ れ 、 前 記 指 圧 部 は 、 前 記 第 ２ 板 部 の 中 央 位 置 の 一 領 域 に 形 成 さ れ  
、 前 記 腰 部 を 加 圧 支 持 す る 機 能 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の １ つ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し て 前 記 第 ２ 板 部 に 背 中  
部 を 寄 せ る と き 、 前 記 第 ２ 板 部 と 前 記 指 圧 部 は 弾 性 力 を も っ て 変 形 さ れ 、 前 記 第 ２ 板 部 と  
前 記 指 圧 部 は 互 い に 異 な る 復 原 力 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 指 圧 部 は 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き 、 弾 性 力 を 有 し な が ら 着 座 者 の  
腰 部 に 合 わ せ る よ う に 変 形 さ れ 、 前 記 腰 部 に 対 す る 指 圧 の 効 果 を よ り 強 化 す る た め の 複 数  
の 突 出 部 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し て 後 面 に 体 を 寄 せ る 場 合 、 前 記 着 座 者 の 荷 重 （ 自 重 ）  
に よ っ て 前 記 第 １ 板 部 の 前 方 は 下 方 に 下 が り 、 前 記 指 圧 部 は 、 前 記 第 ２ 板 部 の 他 の 部 分 よ  
り も 強 い 復 原 力 で 前 記 腰 部 に 指 圧 の 効 果 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 に 座 る 場 合 、 背 中 部 を 効 率 よ く 支 持 し な が  
ら 着 座 者 の 腰 椎 に 対 す る 指 圧 の 効 果 を 最 大 化 す る こ と が で き る 。
１ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 東 洋 医 学 の 指 圧 の ツ ボ の 位 置 を 明 確 し て 、 そ の ツ ボ に 対  
応 す る 突 起 物 を 設 け た こ と に よ り 、 指 圧 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
２ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 そ の 機 械 的 強 度 を 確 保 す る た め に 、 材 質 を ナ イ ロ ン 合 成  
樹 脂 と ポ リ エ ス テ ル フ ァ ブ リ ッ ク と し 、 射 出 成 型 に よ る 加 工 に よ っ て 、 機 械 的 圧 縮 強 度 を  
３ ８ ０ ｋ ｇ 以 上 に し た こ と に よ り 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 上 で 安 心 し て 反 り 返 り の ス  
ト レ ッ チ 運 動 が で き る 。
３ ） 「 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 構 造 で そ の 機 能 を 発  
揮 た め に 脊 椎 の 解 剖 学 的 見 地 と 人 間 工 学 的 見 地 か ら こ れ に 対 応 す る Ｓ 字 構 造 に し た こ と に  
よ り 、 脊 柱 を Ｓ 字 構 造 に 補 正 を す る こ と が で き る 。
４ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 構 造 と そ の 機 能 を 発 揮  
す る た め に 、 こ れ に 対 応 す る 形 状 に し た こ と に よ り 、 ス ト レ ッ チ 運 動 に 対 応 で き る 。
５ ） 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、 座 椅 子 構 造 に し た こ と に よ り 、 ソ フ ァ ー 上 ・ 床 上 ・ 戸 外  
・ 背 も た れ の な い ベ ン チ 上 ・ 車 の 運 転 席 上 な ど で 使 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 使 用 前 （ 左 ） と 使 用 中 （ 右 ） の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 東 洋 医 学 の 人 体 の 臀 部 と 腰 部 の ツ ボ の 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 鳥 瞰 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 の 可 撓 性 の な い 材 質 の 椅 子 座 を 示 す 実 施 状 況 図 （ 左 図 ） と 特 許  
文 献 ２ に 記 載 の 実 施 状 況 図 （ 右 図 ） で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 強 度 の 試 験 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 「 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 「 ス ト レ ッ チ 運 動 」 に 寄 与 す る 説 明 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 一 実 施 形 態 に 係 る 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ の 全 体 的 な 形 状 を 示 す 使 用 前 ７ １ ０  
（ 左 ） と 使 用 中 ７ ２ ０ （ 右 ） 示 す 。
　 図 ２ は 、 東 洋 医 学 の 人 体 の 臀 部 と 腰 部 の ツ ボ の 位 置 を 示 す 。
　 図 ３ は 、 機 能 性 座 椅 子 １ ０ ０ の 鳥 観 図 を 示 す 。
　 図 ４ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 可 撓 性 の な い 材 質 の 椅 子 座 を 示 す 実 施 状 況 を 示 す （ 左 図 ）  
と 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 使 用 者 に よ り 座 が 前 方 向 へ 摺 動 可 能 で あ り 、 前 へ 摺 動 す る と 同 時  
に 背 も た れ は 傾 斜 角 が 緩 く な る 椅 子 の 実 施 状 況 図 （ 右 図 ） で あ る 。
　 図 ５ は 、 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 強 度 の 試 験 状 態 を 示 し て い る 。
　 図 ６ は 、 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 「 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 説 明 図 で あ る  
。
　 図 ７ は 、 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 説 明 図 で あ る 。
　 図 ８ は 、 本 考 案 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 「 ス ト レ ッ チ 運 動 」 に 寄 与 す る 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 参 照 番 号 （ ７ １ ０ ） は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着  
座 し て い な い 状 態 を 表 し 、 （ ７ ２ ０ ） は 、 着 席 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着 座 し  
た 状 態 を 示 す 。
　 参 照 番 号 （ ７ １ ０ ） の 場 合 と 同 様 に 、 着 席 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着 座 す る  
前 に 突 出 部 （ １ ４ ５ ） を 含 む 、 指 圧 部 （ １ ４ ０ ） が 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） の 周 面 よ り も 前 方  
に 突 出 さ れ て い る 。
　 参 照 番 号 （ ７ ２ ０ ） の 場 合 と 同 様 に 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着 座 し て  
背 面 に 体 を 押 し つ け た 場 合 、 連 結 部 （ １ ２ ０ ） と 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） は 、 弾 性 を 有 し て 変  
形 さ れ る こ と に な る 。 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 座 る 場 合 、 着 座 者 の 荷 重 に  
よ り 第 １ 板 部 （ １ １ ０ ） の 前 方 は 下 へ 進 入 し て 、 第 １ 板 部 （ １ １ ０ ） と 一 体 に 形 成 さ れ た  
連 結 部 （ １ ２ ０ ） と 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） が 使 用 者 の 腰 部 位 と 及 び 背 中 部 位 に 特 定 の 弾 性 力  
を 提 供 し な が ら 密 着 さ れ る こ と に な る 。 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） は 、 長 手 方 向 に 前 方 へ 湾 曲 さ  
れ た 形 状 を 有 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 形 状 に よ っ て 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） は 、 着 座 者 が  
機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着 座 時 に 湾 曲 さ れ た 、 ウ エ ス ト 部 分 と 後 方 に 傾 く こ と が 背  
中 部 位 を 支 持 す る こ と が で き る 形 態 を 有 す る こ と に よ り 、 着 座 者 の 腰 部 位 な ど の 部 位 が 第  
２ 板 部 （ １ ３ ０ ） に 密 着 支 持 さ れ る よ う に な る 。
　 図 １ の Ａ に 示 す よ う に 第 ２ 板 部 １ ３ ０ が 連 結 部 １ ２ ０ よ り も 前 方 に 張 り 出 し て い る 構 成  
に な っ て お り 、
　 図 １ の Ｂ に 示 す よ う に 第 ２ 板 部 １ ３ ０ が 、 着 座 し た と き に 、 前 方 に 押 し 出 さ れ て 、 着 座  
者 の 腰 部 と 背 中 部 に 密 着 し て 支 持 す る よ う 湾 曲 し た 形 態 を 備 え る 構 成 に な っ て い る 。
　 図 ２ の 図 面 を 参 照 す る と 、 東 洋 医 学 の 人 体 の 臀 部 と 腰 部 の ツ ボ の 位 置 は 人 体 の 背 筋 を 中  
心 に し て 、 左 右 対 称 に 分 布 し て い る こ と が 良 く 理 解 で き る 。
　 図 ３ の 図 面 を 参 照 す る と 、 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ と し て 、 具 体 的 に 、 指 圧 部 １ ４ ０ を  
備 え る 機 能 性 健 康 座 椅 子 を 示 し て い る 。 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ は 、 第 １ 板 部 １ １ ０ 、 第  
２ 板 部 １ ３ ０ 及 び 第 １ 板 部 １ １ ０ と 第 ２ 板 部 １ ３ ０ を 連 結 す る 連 結 部 １ ２ ０ を 有 し て い る  
。
　 第 １ 板 部 １ １ ０ は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 着 座 し た と き 、 臀 部 と 太 も も 部  
位 を 収 容 し 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０ は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 着 座 し た と き 、 腰 と  
背 中 部 を 収 容 す る 。 第 １ 板 部 １ １ ０ 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０ 、 お よ び 連 結 部 １ ２ ０ は 一 体 に 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 板 部 １ １ ０ は 、 着 座 者 の 太 も も 部 位 と 臀 部 を 載 置 又 は 配 列 す る 座 板 で あ っ て 、 前 方  
が 上 部 に 少 し 持 ち 上 げ ら れ た 形 状 に し て い る 。 実 施 形 態 に よ り 、 第 １ 板 部 １ １ ０ に は 取 り  
外 し 可 能 な 板 形 の 座 布 団 １ １ ５ を 備 え る こ と も で き る 。
　 第 １ 板 部 １ １ ０ は 、 円 弧 度 ６ ～ ８ 度 の 皿 形 状 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 　 第 ２ 板 部 １ ３ ０ は 、 連 結 部 １ ２ ０ の 後 方 に 延 長 形 成 さ れ て 、 着 座 者 の 腰 部 位 と 背 中 部  
位 を 支 持 す る 背 板 で あ る 。 第 ２ 板 部 １ ３ ０ は 、 腰 と 背 中 部 と を 密 着 す る た め の 適 切 な 湾 曲  
を 有 し て い て 、 連 結 部 １ ２ ０ を 介 し て 第 １ 板 部 １ １ ０ と 連 結 さ れ て も よ い 。 第 ２ 板 部 １ ３  
０ は 、 例 え ば 、 長 手 方 向 に 前 方 に 湾 曲 す る よ う 形 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 連 結 部 １ ２ ０ は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 着 座 す る と き 、 着 座 者 の 臀 部 分  
が 位 置 す る 箇 所 で あ っ て 、 図 示 す る よ う に 湾 曲 に 形 成 さ れ て も よ い 。 連 結 部 １ ２ ０ と 第 ２  
板 部 １ ３ ０ は 、 弾 性 力 を 提 供 す る フ レ キ シ ブ ル な 材 質 を 含 ん で も よ い 。 実 施 形 態 に よ り 、  
連 結 部 １ ２ ０ 及 び 第 ２ 板 部 １ ３ ０ だ け で な く 、 第 １ 板 部 １ １ ０ も フ レ キ シ ブ ル な 材 質 を 有  
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ 板 部 １ ３ ０ に は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 着 座 し た と き 、 腰 部 に 密 着 す  
る 指 圧 部 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 指 圧 部 １ ４ ０ は 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０ の 中 央 位 置  
の 一 領 域 に 形 成 さ れ 、 着 座 者 の 腰 部 を 加 圧 支 持 す る 機 能 を 提 供 す る 。 指 圧 部 １ ４ ０ は 、 第  
２ 板 部 １ ３ ０ と 一 体 に 形 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 指 圧 部 １ ４ ０ の 下 端 は 連 結 部 １ ２ ０ と 連 結 し 、 指 圧 部 １  
４ ０ の 上 端 及 び 側 端 は 第 ２ 板 部 １ ３ ０ と 離 隔 さ れ て い る 。 ま た 、 指 圧 部 １ ４ ０ は 、 第 ２ 板  
部 １ ３ ０ の 表 面 を 基 準 と し て 突 出 し て い る 。 こ の よ う な 構 造 的 な 特 徴 に よ り 、 着 座 者 が 機  
能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 着 座 し て 第 ２ 板 部 １ ３ ０ に 背 中 部 を 寄 せ た と き 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０  
と 指 圧 部 １ ４ ０ は 弾 性 力 を も っ て 変 形 す る が 、 こ こ で 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０ と 指 圧 部 １ ４ ０ は  
互 い に 異 な る 復 原 力 を 有 し て も よ い 。 指 圧 部 １ ４ ０ が 第 ２ 板 部 １ ３ ０ よ り も 前 方 に 突 出 し  
て い る た め 、 着 座 者 が 背 中 部 を 第 ２ 板 部 １ ３ ０ に 寄 せ た 場 合 、 指 圧 部 １ ４ ０ に 密 着 し た 身  
体 部 位 で あ る 腰 部 に 、 残 り の 第 ２ 板 部 １ ３ ０ に 密 着 し た 身 体 部 位 よ り も さ ら に 強 い 力 が 作  
用 す る こ と に な る 。 指 圧 部 １ ４ ０ が 強 い 圧 力 お よ び 力 を 提 供 す る こ と で 、 着 座 者 の 腰 椎 に  
対 す る 指 圧 の 効 果 が 最 大 化 さ れ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０  
０ に 着 座 し て 後 面 に 体 を 寄 せ た 場 合 、 着 座 者 の 荷 重 （ 自 重 ） に よ り 第 １ 板 部 １ １ ０ の 前 方  
は 下 方 に 下 が り 、 指 圧 部 １ ４ ０ は 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０ の 他 の 部 分 よ り も 強 い 復 原 力 で 着 座 者  
の 腰 部 に 指 圧 の 効 果 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 指 圧 部 １ ４ ０ は 、 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 着 座 し た と き 、 着 座 者 の 腰 部 位 を  
刺 激 す る た め の 複 数 の 突 出 部 １ ４ ５ を 含 ん で い る 。 こ の よ う な 突 出 部 １ ４ ５ の 材 質 は 様 々  
で あ っ て も 良 い 。
　 突 出 部 １ ４ ５ は 、 第 ２ 板 部 １ ３ ０ の 長 手 方 向 に 所 定 の 間 隔 を も っ て 並 ん で も よ く 、 左 右  
対 称 に 配 列 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 突 出 部 １ ４ ５ は 、 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ の 腰 部 の  
指 圧 の 効 果 を も っ と 強 化 し た 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ の 突 出 部 １ ４ ５ は 、 東 洋 医 学 の 人 体 の 臀 部 と 腰 部 の ツ ボ の 位 置 を 示 す 図 で あ る と こ  
ろ の 図 ２ に 従 っ て 、 配 置 す る も の と す る 。 こ の こ と は 、 本 考 案 の 最 大 の 重 要 要 件 で あ る 。
　 着 座 者 が 機 能 性 健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着 座 し て 背 面 に 体 を 押 し つ け た 場 合 、 指 圧 部 （  
１ ４ ０ ） も 弾 性 力 を 有 し 、 か つ 機 能 性 健 康 座 椅 子 の 腰 回 り に 合 わ せ て 変 形 す る こ と が で き  
る 。
　 一 実 施 形 態 で は 、 指 圧 部 （ １ ４ ０ ） は 、 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） の 他 の 部 分 よ り 強 い 復 元 力  
で 着 座 者 の 腰 部 位 に 指 圧 効 果 を 提 供 す る こ と が で き る 。 指 圧 部 （ １ ４ ０ ） に 形 成 さ れ た 突  
出 部 （ １ ４ ５ ） は 、 指 圧 効 果 を 極 大 化 す る こ と が で き る 。 第 １ 板 部 （ １ １ ０ ） 、 第 ２ 板 部  
（ １ ３ ０ ） 、 連 結 部 （ １ ２ ０ ） お よ び 指 圧 部 （ １ ４ ０ ） が 一 体 に 形 成 さ れ た 機 能 性 健 康 座  
椅 子 （ １ ０ ０ ） は 指 圧 部 （ １ ４ ０ ） の 弾 性 力 に 基 づ い て 指 圧 効 果 を 着 座 者 に 提 供 す る こ と  
が で き 、 機 能 性 健 康 座 椅 子 が 正 し い 姿 勢 で 座 る こ と を 可 能 に す る 。 ま た 、 着 座 者 が 機 能 性  
健 康 座 椅 子 （ １ ０ ０ ） に 着 座 時 に 、 指 圧 部 （ １ ４ ０ ） を 基 準 に 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） が 左 側  
と 右 側 に 分 離 さ れ る 効 果 が 発 生 す る こ と が で き 、 こ れ を 介 し て 第 ２ 板 部 （ １ ３ ０ ） が 着 座  
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者 の 背 中 部 位 を 効 果 的 に 支 持 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 の 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う な 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ は 、 複 雑 な 構 造 や ヒ ン ジ 手 段 な く て も 、 第 １ 板 部  
１ １ ０ 及 び 第 ２ 板 部 １ ３ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ た 指 圧 部 １ ４ ０ を 介 し て 腰 部 に 指 圧 の 効 果 を  
効 率 よ く 提 供 す る こ と が で き る 。 指 圧 部 １ ４ ０ と 他 の 構 成 要 素 が 一 体 に 形 成 さ れ る こ と で  
、 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ を 製 造 す る た め の 工 程 を 簡 単 に し 、 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ の  
製 造 に 費 や さ れ る 費 用 を 節 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 指 圧 部 １ ４ ０ を 備 え る 機 能 性 健 康  
座 椅 子 １ ０ ０ は 、 着 座 者 が 椅 子 に 着 座 し た と き 、 腰 椎 の 変 形 や 疲 労 感 及 び 腰 痛 な ど を 予 防  
で き る 効 果 を 提 供 で き る 。 着 座 者 は 、 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ を 通 じ て 腰 椎 の 痛 み な し に  
安 ら か さ を 感 じ な が ら 、 長 時 間 機 能 性 健 康 座 椅 子 １ ０ ０ に 楽 に 座 っ て い る こ と が で き な が  
ら 、 正 し い 姿 勢 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ ０ ： 機 能 性 健 康 座 椅 子
１ １ ０ ： 第 １ 板 部
１ １ ５ ： 座 布 団
１ ２ ０ ： 連 結 部
１ ３ ０ ： 第 ２ 板 部
１ ４ ０ ： 指 圧 部
１ ４ ５ ： 突 出 部
１ ５ ０ ： 支 持 部
１     シ ー ト 本 体
２     脚 部 材           ６   台 座
３     座 部             ７   緩 衝 材
４     背 部             ８   フ レ ー ム
９     後 脚           １ ０   案 内 溝
１ ２   前 脚           １ ３   床 枠
１ ５   枢 軸           ２ ２   案 内 リ ン ク
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 1 月 2 9 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 2 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 機 能 性 健 康 座 椅 子 に お い て 、
着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き 、 尻 と 太 も も 部 位 を 収 容 す る 第 １ 板 部 と 、
前 記 ユ ー ザ が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き 、 腰 と 背 中 部 を 収 容 す る 第 ２ 板 部 と 、
前 記 第 １ 板 部 及 び 前 記 第 ２ 板 部 を 連 結 す る 連 結 部 と 、 を 含 み 、
前 記 第 ２ 板 部 に 東 洋 医 学 の 指 圧 の ツ ボ の 位 置 を 明 確 し て 、 そ の ツ ボ に 対 応 す る 突 起 物 を 設  
け た こ と を 特 徴 と す る 機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ２ 】
そ の 機 械 的 強 度 を 確 保 す る た め に 、 材 質 を ナ イ ロ ン 合 成 樹 脂 と ポ リ エ ス テ ル フ ァ ブ リ ッ ク  
と し 、 射 出 成 型 に よ る 加 工 に よ っ て 、 機 械 的 圧 縮 強 度 を ３ ８ ０ ｋ ｇ 以 上 に し た こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 脊 柱 管 狭 窄 症 の 予 防 」 に 寄 与 す る 構 造 で そ の 機 能 を 発 揮 た め に 脊 椎 の 解 剖 学 的 見 地 と 人  
間 工 学 的 見 地 か ら こ れ に 対 応 す る Ｓ 字 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 機 能  
性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 「 陰 ヨ ガ ス ト レ ッ チ 」 に 寄 与 す る 構 造 と そ の 機 能 を 発 揮 す る た め に 、 こ れ に 対 応 す る 形  
状 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 着 座 者 が 着 座 し た と き 、 臀 部 と 太 も も 部 位 を 収 容 す る 第 １ 板 部 と 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座  
椅 子 に 着 座 し た と き 、 腰 と 背 中 部 を 収 容 す る 第 ２ 板 部 と 、 前 記 第 １ 板 部 及 び 前 記 第 ２ 板 部  
を 連 結 す る 連 結 部 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 板 部 に は 、 前 記 着 座 者 が 前 記 座 椅 子 に 着 座 し た と き  
、 腰 部 に 密 着 す る 指 圧 部 が 形 成 さ れ る こ と が で き 、 上 前 記 指 圧 部 の 下 端 は 、 前 記 連 結 部 と  
連 結 さ れ 、 前 記 指 圧 部 の 上 端 及 び 側 端 は 、 前 記 第 ２ 板 部 と 離 隔 さ れ 、 前 記 指 圧 部 は 、 前 記  
第 ２ 板 部 の 中 央 位 置 の 一 領 域 に 形 成 さ れ 、 前 記 腰 部 を 加 圧 支 持 す る 機 能 を 提 供 す る こ と が  
で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 機 能 性 健 康 座 椅 子 。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

